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平成25年輸出総額 69.7兆円

食料品

原料品

鉱物性燃料

化学製品（有機化合物など）

原料別製品（鉄鋼、金属など）

一般機械（原動機など）

電気機器（IC,電気機器など）

輸送用機器（自動車など）

その他（光学機器など）
28.3兆円
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平成25年 輸入総額 81.2兆円

食料品

原料品（木材、鉄鉱石など）

鉱物性燃料（原油、天然ガス、石炭など）

化学製品（医薬品など）

原料別製品（金属、繊維など）

一般機械（コンピュータなど）

電気機器（電話、ICなど）

輸送用機器（自動車など）

その他（衣類、光学品など）
27.4兆円

鉱物性燃料

出典：平成25年分（輸出確報；輸入速報）財務省

出典：平成25年分（輸出確報；輸入速報）財務省

13年貿易赤字、最大の11.4兆円
燃料輸入額膨らむ

2014/1/27 日本経済新聞

×円安
×新興国の消費量増加

再生可能エネルギーは
未来に対する保険

化石燃料の高騰

電源別発電電力量
（オイルショック時）

2014/10/30 第１５回出島イノベーションカフェ 3

石油等, 
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1973年度
3,790億kWh

出典：資源エネルギー庁「日本のエネルギー ２００９」

電源別発電電力量（２００７年）
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出典：資源エネルギー庁「日本のエネルギー ２００９」
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2007年度
10,239億kWh



再生可能エネルギーの
ポテンシャル
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太陽光, 

1,110 

陸上風力, 

4,600 

洋上（着床）, 

2,900 

洋上（浮体）, 

16,000 

中小水力, 

280 

地熱,

420

シナリオ2
25,310億kWh

出典：環境省「平成21年度再生可能エネルギーポテンシャル調査」

2013年度実績
9,666 億kWh/年

2013年度実績の
2.6倍のポテンシャル
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エネルギーのベストミックス

• 日本は再エネで全ての電力を代替可能

• エネルギーのベストミックスの理想は
再エネ１００％

• これからの「ベストミックス」は、
「再エネの何をどの割合で導入するか」
である
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浮体式洋上風力発電とは

紹介ビデオ 約4分
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地元の声
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約１分

2015/10/29

実現のために必要なこと

自然条件：風
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出典：NEDO局所風況マップ
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自然条件：海底地形
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浮体式が有望なエリア
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電気は使い切らねばなりません

電力１０社の販売電力量
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出典：平成25年数表でみる東京電力

2,690億kWh

778億kWh

311億kWh

平成24年度総計:8,515億kWh

1,265億kWh

1,417億kWh
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837億kWh

73億kWh
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浮体式が有望なエリアと消費地

2,690億kWh

778億kWh

311億kWh

1,265億kWh

1,417億kWh

280億kWh

586億kWh

274億kWh

837億kWh

73億kWh
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50万V

120万V
50万V

100万V
50万V

50万V

50万V
30万V

生産地と消費地を結ぶ
電力網の増強が必要
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もう一つの電気の使い方

FCV（燃料電池車）
• レギュラーガソリン消費量

568億リットル/年※

（160円/リットルで年間約９兆円分）

• もし、MIRAIに変わったら
（燃料電池車用水素828億Nm3/年）

• 再エネで作ったら
– 電気 4,970億kWh /年
＝ 浮体式洋上風力なら4万基

– 水 669億kg/年 （ =2.12t/秒）

＝ 黒四ダム放水量のたった1/5
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水素と再エネで自動車燃料は全て国産に
※1 自動車燃料消費量統計年報 http://www.mlit.go.jp/k‐toukei/22/annual/index.pdf

2015/10/29

大切なこと

• 立地地域の理解と協力

– 漁業、産業、観光（景観）

– 地元の積極的な応援

• 消費地域の省エネと再エネ

– 燃費を良くすれば
再エネはそんなに高くない

DDPP報告シンポジウム2 低炭素社会をど
う実現するか

19
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その他のとりくみ
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ご静聴ありがとうございました


